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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラと、スマートフォンとの間に配置された電線を備え、
　前記電線は、芯線と、前記芯線と対をなす網状線とを備えた同軸ケーブルであり、
　前記電線の一端部に、前記カメラに前記一端部の芯線を固定すると共に、前記カメラの
アンテナに前記一端部の芯線を非接触状態とする接続用部材が設けられ、
　前記電線の他端部の芯線は前記スマートフォンのアンテナに非接触状態であり、
　前記一端部の芯線と前記カメラのアンテナとの間で、ＷｉＦｉまたはＢＬＵＥＴＯＯＴ
Ｈによる無線信号が伝搬し、前記他端部の芯線と前記スマートフォンのアンテナとの間で
、前記無線信号が伝搬して、前記スマートフォンから前記電線を介在させて送信された無
線信号により前記カメラが操作される無線通信用補助具。
【請求項２】
　前記カメラを先端部に位置させる棒状支持用部材を備えた請求項１記載の無線通信用補
助具。
【請求項３】
　前記棒状支持用部材には、前記電線を前記棒状支持用部材に沿って配線する保持部材が
所定間隔ごとに配置されている請求項２記載の無線通信用補助具。
【請求項４】
　前記カメラを収納するハウジングを備えた請求項１から３のいずれかの項に記載の無線
通信用補助具。
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【請求項５】
　前記ハウジングは、電磁波シールドを備えた請求項４記載の無線通信用補助具。
【請求項６】
　前記ハウジングは、前記カメラを水密状態で収納する水中撮影用のハウジングである請
求項４または５記載の無線通信用補助具。
【請求項７】
　前記電線の一端部には、前記電線の導線部を収納して、水密状態で、前記ハウジングの
外側面に接続する前記接続用部材が設けられている請求項６記載の無線通信用補助具。
【請求項８】
　前記電線の一端部は、前記ハウジングを貫通して、前記ハウジング内の空間に突出して
いる請求項６記載の無線通信用補助具。
【請求項９】
　前記電線の一端部は、前記ハウジングに埋入されている請求項６記載の無線通信用補助
具。
【請求項１０】
　前記他端部に、前記スマートフォンが有するイヤホンジャックに嵌合する第２コネクタ
が設けられている請求項１から９のいずれかの項に記載の無線通信用補助具。
【請求項１１】
　カメラのアンテナに、芯線と、前記芯線と対をなす網状線とを備えた同軸ケーブルによ
り形成された電線の一端部の芯線を非接触状態で配置する段階と、
　前記電線の他端部の芯線を、スマートフォンのアンテナに非接触状態で配置する段階と
、
　前記一端部の芯線と前記カメラのアンテナとの間で、ＷｉＦｉまたはＢＬＵＥＴＯＯＴ
Ｈによる無線信号が伝搬し、前記他端部の芯線と前記スマートフォンのアンテナとの間で
、前記無線信号が伝搬して、前記カメラと前記スマートフォンとが、前記電線を介在させ
て通信して、前記スマートフォンが前記電線を介在させて送信された無線信号により前記
カメラを操作する段階とを含む無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、良好な通信環境を得ることができる無線通信用補助具および無線通信方法に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　２台の無線通信装置が互いに離れているときには、無線信号により通信される。例えば
、スマートフォンやタブレット型コンピュータなどの操作装置により、ＷｉＦｉ（登録商
標）やＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）などの規格の無線通信を用いて、プリンタやビデ
オカメラ、スチルカメラを操作することが、一般的となっている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載の撮影システムと人工光源及びカメラは、人工光源に無線タ
グを搭載し、無線タグから人工光源の光源情報（例えば、色温度情報）を発信して、無線
タグ受信機４０を備えたカメラが、人工光源の光源情報を受信して、無線タグから取得し
た光源情報に基づいてホワイトバランスの設定値を決定するというものである。
　このように、送信装置から離れた位置にある受信装置へ情報を伝送するときには無線通
信により行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－３１２２５３号公報
【特許文献２】特開平９－５１４５３号公報
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【特許文献３】特開２００６－１４５９８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　スマートフォンやタブレット、ノートブック型のパーソナルコンピュータだけでなく、
プリンタ、ビデオカメラなどにも、無線通信機能が備えられており、スマートフォンやタ
ブレットから、プリンタへ直接印刷したり、ビデオカメラを操作したりできるようになっ
ている。
　しかし、色々な通信機能を持った装置が、同じ周波数帯域で通信すると、互いが混信し
たり、妨害しあったりして、通信品質が悪化する。
【０００６】
　そこで本発明は、良好な通信環境を確保することができる無線通信用補助具および無線
通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の無線通信用補助具は、第１の無線通信装置のアンテナに一端部が非接触状態で
配置されると共に、第２の無線通信装置のアンテナに他端部が非接触状態で配置された電
線を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の無線通信方法は、第１の無線通信装置のアンテナに、電線の一端部を非
接触状態で配置する段階と、前記電線の他端部を、第２の無線通信装置のアンテナに非接
触状態で配置する段階と、前記第１の無線通信装置と前記第２の無線通信装置とを、前記
電線を介在させて通信する段階とを含むことを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、第１の無線通信装置のアンテナと、第２の無線通信装置のアンテナと
の間に、非接触状態で電線の両端部を配置して、電線を介在させて第１の無線通信装置と
第２の無線通信装置とが通信することで、第１の無線通信装置と第２の無線通信装置との
間の無線通信は、電線を通して行うことができるので、他の無線信号に妨害されずに通信
を行うことができる。
　ここで、アンテナに非接触とは、電線の一端部または他端部が直接アンテナに接続され
ていないことを意味している。従って、電線の一端部または他端部がアンテナに直接接触
していなければ、第１の無線通信装置や第２の無線通信装置の筐体や基板、他の部品に接
続している場合も、アンテナに非接触状態として含まれる。
【００１０】
　前記第１の無線通信装置は、前記第２の無線通信装置から前記電線を介在させて送信さ
れた無線信号により操作されるカメラであることが望ましい。
　第１の無線通信装置がカメラであると、第２の無線通信装置からカメラを操作すること
ができる。
【００１１】
　前記カメラを先端部に位置させる棒状支持用部材を備えていることが望ましい。棒状支
持用部材の先端部にカメラが位置していることで、操作者の位置より高所から、または低
所からの撮影、広い範囲の撮影を可能とすることができる。
【００１２】
　前記棒状支持用部材には、前記電線を前記棒状支持用部材に沿って配線する保持部材が
所定間隔ごとに配置されていると、保持部材に電線を保持させることで、電線を棒状支持
用部材に沿って配線することができるため、撮影者が撮影するときに棒状支持用部材を操
作するときに電線が邪魔にならない。
【００１３】
　前記カメラを収納するハウジングを備えていると、カメラをハウジングにより、塵や埃
、他の物の衝突による傷から、保護することができる。また、ハウジングに収納した状態
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のカメラを、棒状支持用部材の先端に取り付けることができる。
【００１４】
　前記ハウジングが、電磁波シールドを備えていると、カメラに他の無線通信装置からの
無線信号が到達し難くなるため、更に、カメラと第２の無線通信装置との間の無線通信に
、邪魔な他の無線信号が混入することを抑止することができる。
【００１５】
　前記カメラが水密状態で収納される水中撮影用のハウジングを備えていると、水中撮影
をするときでも、第２の無線通信装置からの無線信号が、第２の無線通信装置のアンテナ
から空中に送信され、電線を通信路の一部として伝搬し、水密状態で、かつカメラと非接
触状態の電線の一端部からカメラに到達することができる。また、カメラからの無線信号
は、その反対方向の伝搬により第２の無線通信装置に到達する。従って、第２の無線通信
装置からカメラまでの間の通信路に水が介在しないため、第２の無線通信装置とカメラと
の間での無線信号は、大幅な減衰を伴うことなく、通信することができる。
【００１６】
　前記電線の一端部には、前記電線の導線部を収納して、水密状態で、前記ハウジングの
外側面に接続する接続用部材が設けられていると、電線の一端部を水密状態でハウジング
の外側面に設けることができる。電線の一端部は、ハウジングの外側面に配置されるため
、既存のハウジングであっても、容易に、ハウジングに設けることができる。
【００１７】
　前記電線の一端部が、前記ハウジングを貫通して、前記ハウジング内の空間に突出して
いると、電線の一端部からの無線信号を、水密状態のハウジング内の空間に放出されるこ
とができる。
【００１８】
　前記電線の一端部が、前記ハウジングに埋入されていると、ハウジングに埋入されて水
密状態となった電線の一端部からの無線信号を、ハウジングを介してハウジング内の空間
に放出されることができる。
【００１９】
　前記電線は、同軸ケーブルにより形成されていると、網状線を、通信路となる芯線の保
護シールドとして機能させることができる。
【００２０】
　前記他端部に、前記第２の無線通信装置が有する第１コネクタに嵌合する第２コネクタ
が設けられていることが望ましい。電線の他端部に第２の無線通信装置が有する第１コネ
クタに嵌合する第２コネクタが設けられていると、電線の他端部を第２の無線通信装置に
接続することができるため、電線を安定させることができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、第１の無線通信装置と第２の無線通信装置との間の無線通信は、電線を通し
て行うことができるので、他の無線信号に妨害されずに通信を行うことができるため、良
好な通信環境を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施の形態１に係る無線通信用補助具を説明するための図である。
【図２】図１に示すスマートフォンにてアプリケーションソフトを起動する前の状態の操
作画面の図である。
【図３】図２に示すスマートフォンにて、アプリケーションソフトを起動した状態の操作
画面の図である。
【図４】本発明の実施の形態２に係る無線通信用補助具の一例である水中撮影用器具の構
成を示す図である。
【図５】図４に示す水中撮影用器具およびハウジングの拡大図である。
【図６】図５に示す水中撮影用器具の接続用部材と電線の一端部との分解図である。
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【図７】図４に示す電線の他端部の拡大図である。
【図８】本発明の実施の形態３に係る無線通信用補助具の一例である水中撮影用器具を示
す図である。
【図９】本発明の実施の形態４に係る無線通信用補助具の一例である水中撮影用器具を示
す図である。
【図１０】本発明の実施の形態５に係る無線通信用補助具の一例である水中撮影用器具の
電線の他端部を示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態６に係る無線通信用補助具の一例である水中撮影用器具の
構成を示す図である。
【図１２】図１１に示す水中撮影用器具の保持部材の図であり、（Ａ）は電線を挿通させ
る貫通孔が形成された保持部材の図、（Ｂ）は電線を挟み込む一対の爪部が形成された保
持部材の図である。
【図１３】本発明の実施の形態７に係る無線通信用補助具の一例である水中撮影用器具の
ハウジングを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１に係る無線通信用補助具を図面に基づいて説明する。
　図１に示す無線通信用補助具１は、同軸ケーブルである電線２００の一端部２０１がカ
メラ２０（第１の無線通信装置）に近接して配置されていると共に、電線２００の他端部
２０２がスマートフォン３０（第２の無線通信装置）に近接して配置されている。
　電線２００の両端部（一端部２０１，他端部２０２）が、それぞれカメラ２０とスマー
トフォン３０に近接していることにより、カメラ２０のアンテナ（図示せず）に対して非
接触の状態であり、スマートフォン３０のアンテナ（図示せず）に対して非接触の状態で
ある。
【００２４】
　カメラ２０は、無線信号により操作される機能を有し、静止画や動画が撮影できるデジ
タルカメラである。無線信号は、例えば、ＷｉＦｉやＢＬＵＥＴＯＯＴＨ、または他の無
線方式とすることができる。
　スマートフォン３０は、カメラ２０を無線操作するためのアプリケーションソフトがイ
ンストールされている。スマートフォン３０は、カメラ２０を無線信号により遠隔装置た
めのアンテナ（図示せず）が内蔵されている。
【００２５】
　以上のように構成された本発明の実施の形態１に係る無線通信用補助具１に使用状態に
ついて、図面に基づいて説明する。
　撮影者は、スマートフォン３０を操作装置として機能させるプログラムであるカメラ２
０を無線操作するためのアプリケーションソフトを起動する。このアプリケーションソフ
トの起動は、図２に示すように、操作画面３１に表示されたショートカットアイコン３２
をタップする。
　ショートカットアイコン３２をタップすることで起動したアプリケーションソフトによ
って、カメラ２０からの映像が操作画面３１にファインダー３３として表示される（図３
参照）。撮影者は、このファインダー３３を見て、気に入ったシーンが映ると、操作画面
３１のシャッターボタン３４をタップしてカメラ２０に撮影を指示する。
【００２６】
　このようなスマートフォン３０とカメラ２０との間の通信は、無線通信用補助具１であ
る電線２００を介して行われる。
　スマートフォン３０からの無線信号は、スマートフォン３０内部のアンテナから空中に
送信され、電線２００の他端部２０２から、芯線２１１（図６参照）を通信路の一部とし
て電線２００の一端部２０１まで伝搬し、空中を介してカメラ２０の内部のアンテナに到
達する。カメラ２０からの無線信号は、その反対方向の伝搬によりスマートフォン３０に
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到達する。
【００２７】
　このようにして、カメラ２０のアンテナと、スマートフォン３０のアンテナとの間に、
非接触状態で電線２００の両端部（一端部２０１，他端部２０２）を配置して、電線２０
０を介在させてカメラ２０とスマートフォン３０とが通信することで、カメラ２０とスマ
ートフォン３０との間の無線通信は、電線２００を伝送路として行うことができるので、
他の無線信号に妨害されずに通信を行うことができる。従って、無線通信用補助具１は、
良好な通信環境を確保することができる。
【００２８】
　また、電線２００をカメラ２０やスマートフォン３０に近接するだけでよいので、既存
のカメラ２０またはスマートフォン３０を改造しなくてもよい。
【００２９】
（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２に係る無線通信用補助具の一例である水中撮影用器具を、図面に
基づいて説明する。なお、図４から図７において、図１と同じ構成のものは同符号を付し
て説明を省略する。
　水中撮影用器具は、カメラを陸上から遠隔操作する際に使用されるものである。
【００３０】
　従来では、水中でのカメラ撮影は、撮影者がカメラと共に水中に潜水しなければ、水上
または陸上から遠隔操作により行う必要がある。水中に沈めたカメラを遠隔操作できるも
のとして、特許文献２に記載されたものが知られている。また、水中で撮影可能なものと
して、特許文献３に記載されたものが知られている。
【００３１】
　特許文献２に記載の吊り下げ型無線テレビカメラは、下面を透明窓とした水密構造のコ
ンテナ内に、下向きのテレビカメラとその電源及び該テレビカメラでの画像信号を無線発
信する回路を内蔵し、無線発信するための送信アンテナとして偏平なフィーダー線を無線
発信する回路に接続し、且つ該フィーダー線で該コンテナを長さ自在に吊り下げるという
ものである。
【００３２】
　特許文献３に記載のカメラシステム及び防水ハウジングは、防水ハウジングの操作スイ
ッチの操作状態に応じてスイッチ検出部から操作状態信号が無線送信部に出力されと、無
線送信部がアンテナを介して無線通信アダプタに操作状態信号を無線送信し、無線通信ア
ダプタが、受信した操作状態信号を、コネクタを介してカメラ本体に転送し、カメラ本体
内部の制御部が、コネクタを介して入力された操作状態信号に基づいて各種制御を実行す
るというものである。
【００３３】
　しかし、特許文献２に記載の吊り下げ型無線テレビカメラでは、無線発信する回路に接
続されたフィーダー線がアンテナに接続されているので、この技術を既存のカメラに適用
するには、既存のカメラの筐体に貫通孔を設けて、電線を接続する必要があるため、適用
が困難である。また、アンテナに直接フィーダー線を接続すると、フィーダー線の長さと
、無線信号の波長との関係から、無線通信に支障が生じるおそれがある。
　また、特許文献３に記載のカメラシステム及び防水ハウジングでは、防水ハウジング内
部で無線通信するもので、遠隔操作できるものではない。
【００３４】
　そこで、無線信号が伝搬しにくい水中に所在する無線操作可能なカメラを、大きく変更
することなく、水上または陸上から無線操作することが可能な水中撮影用器具が望まれて
いる。
【００３５】
　図４および図５に示すように水中撮影用器具１００は、水中撮影用のハウジング１０に
収納されるカメラ２０を、陸上、または水上などから、操作装置であるスマートフォン３



(7) JP 6013568 B2 2016.10.25

10

20

30

40

50

０にて、遠隔操作するときに、使用されるものである。
【００３６】
　水中撮影用器具１００は、ハウジング１０とカメラ２０との間に配線される電線２００
と、電線２００の一端部２０１をハウジング１０に接続する接続用部材３００と、棒状支
持用部材であるロッド４００と備えている。
　電線２００は、同軸ケーブルである。図６に示すように、電線２００は、導線部２１０
と、被覆部２２０とを備えている。導線部２１０は、芯線２１１と、芯線２１１と対をな
す網状線２１２とから構成される。被覆部２２０は、芯線２１１を覆う内部絶縁体２２１
と、網状線２１２を覆う外皮絶縁体２２２とから構成されている。
【００３７】
　図５および図６に示すように、接続用部材３００は、電線２００の一端部２０１を、水
密状態で、かつカメラ２０と非接触状態でハウジング１０に配置するものである。接続用
部材３００は、樹脂製である。接続用部材３００は、第１部分３１０と、第２部分３２０
と、固定用部材３３０とを備えている。
【００３８】
　第１部分３１０は、ハウジング１０の側面に密着した状態で接続される。第１部分３１
０は、細長の直方体状に形成されている。第１部分３１０には、被覆部２２０から露出し
た芯線２１１が内部に収納される細長の第１空間３１１が形成されている。ハウジング１
０への接続は、ハウジング１０と、第１部分３１０および第２部分３２０とを一体成形し
てもよい。ハウジング１０と、第１部分３１０および第２部分３２０とを一体成形した場
合には、水中撮影用器具１００は、水中撮影用器具１００付きのハウジング１０として販
売することができる。
【００３９】
　また、ハウジング１０が市販されているような既存のものであるときには、第１部分３
１０を、ハウジング１０に溶着させたり、接着材や両面テープなどで貼り付けたり、ねじ
止めしたりすることができる。
　また、ハウジング１０にスロットを設け、接続用部材の第１部分に板状突起を形成して
、板状突起をスライドさせて、スロットに嵌め込み、接続用部材をハウジングに固定する
ようにしてもよい。
【００４０】
　第２部分３２０には、芯線２１１以外の軸太部分である内部絶縁体２２１，網状線２１
２および外皮絶縁体２２２が収納される第２空間３２１が形成されている。また、固定用
部材３３０のための雄ねじ面３２２が形成されている。
　固定用部材３３０は、電線２００を水密に第２部分３２０に固定するためのものである
。固定用部材３３０は、電線２００が挿通され、雄ねじ面３２２にねじ込まれる第１ナッ
ト３３１および第２ナット３３２と、電線２００に巻き付けられた、または挿通させたパ
ッキン部３３３を備えている。パッキン部３３３は、第２ナット３３２の内周面と電線２
００の外周面との隙間を塞ぎ、水密性を確保するものである。
【００４１】
　図４および図７に示すように、電線２００の一端部２０１の反対側である他端部２０２
は、スマートフォン３０と非接触状態で配置される。電線２００の他端部２０２は、芯線
２１１を被覆した内部絶縁体２２１を、外皮絶縁体２２２と網状線２１２とから露出した
状態に形成されている。従って、芯線２１１は内部絶縁体２２１により被覆されたままで
あり、網状線２１２は外皮絶縁体２２２被覆されたままとすることができる。
　電線２００の他端部２０２は、スマートフォン３０側に配置されていればよいため、外
皮絶縁体２２２が全体を被覆した同軸ケーブルを切断したままの状態であったり、内部絶
縁体２２１から芯線２１１が露出した状態であったりしてもよい。しかし、芯線２１１を
保護するためには、芯線２１１は内部絶縁体２２１に覆われた状態とすることが望ましい
。
　図４に示すように、ロッド４００は、段階的に伸縮するロッド本体４１０と、ハウジン
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グ１０を取り付けたり、カメラ２０を直接取り付けたりすることができる取付台４２０と
を備えている。
【００４２】
　次に、ハウジング１０について説明する。
　図５に示すように、ハウジング１０は、カメラ２０を水中でも安全に使用できるように
水密性を有している。ハウジング１０は、内部のカメラ２０の状態が外部から視認しやす
いように透明樹脂により形成されている。ハウジング１０は、カメラ２０を内部に収納す
るために、カメラ２０の外形に適合した収納空間が形成されている。
【００４３】
　以上のように構成された本発明の実施の形態２に係る水中撮影用器具１００における使
用状態について、図面に基づいて説明する。
　図４に示すように、撮影者は、カメラ２０が収納されたハウジング１０をロッド４００
の取付台４２０に取り付け、ロッド本体４１０を適当な長さに調整した後、ロッド４００
の基端部を持って、先端部のカメラ２０を水中に浸漬する。
　次に、撮影者は、実施の形態１にて、図２および図３を用いて説明したようにして、ス
マートフォン３０によりカメラ２０を操作して撮影する。
【００４４】
　スマートフォン３０からカメラ２０までの間の通信路に水が介在することなく、電線２
００を通信路として無線信号が伝搬するため、スマートフォン３０とカメラ２０との間で
の無線信号は、大幅な減衰を伴うことなく、通信することができる。
　また、接続用部材３００は、ハウジング１０の外側面に接触するように配置されている
。そのため、既存のハウジング１０であっても、ハウジング１０の外側面に接続用部材３
００を接着したり、溶着したりするなどして、接続用部材３００をハウジング１０に接続
すればよいので、容易に、接続用部材３００をハウジング１０に設けることができる。
　また、接続用部材３００は、電線２００の被覆部２２０から露出した芯線２１１を収納
して水密状態にしているため、ハウジング１０と電線２００との間に水を介在させること
なく、電線２００をハウジング１０の近接した位置に配置することができる。
【００４５】
　従って、水中撮影用器具１００をカメラ２０とスマートフォン３０との間に介在させる
ことで、水中での撮影には不向きな無線操作可能なカメラ２０を大きく変更することなく
、ハウジング１０に収納して水中で撮影することができる。
【００４６】
　更に、図６に示すように、電線２００が同軸ケーブルによって形成されているため、網
状線２１２が通信路となる芯線２１１を外来ノイズから保護するシールドとして機能する
。従って、電線２００は高品質な通信を確保することができる。
【００４７】
　本実施の形態２では、図４に示すように、ハウジング１０はロッド４００の先端に取り
付けられていたが、接続用部材３００とハウジング１０との接続強度、電線２００の強度
が十分であれば、ロッド４００を使わずに、電線２００によりカメラ２０を収納したハウ
ジング１０を直接吊り下げてもよい。
　また、ロッド４００は伸縮するものであるが、ハウジング１０が先端部に取り付けられ
る取付台４２０を備えていれば、棒状支持用部材は、複数のパーツに分離するものであっ
たり、伸縮できないものであったりしてもよい。
【００４８】
　（実施の形態３）
　本発明の実施の形態３に係る水中撮影用器具について、図面に基づいて説明する。
　図８に示す本実施の形態３に係る水中撮影用器具は、電線２００の一端部２０１がハウ
ジング１０を貫通して、ハウジング１０内の空間に電線２００を突出させている。図示し
ない電線２００の他端部２０２は、図１および図４と同様にスマートフォン３０と非接触
状態であればよい。
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【００４９】
　電線２００は、一端部２０１の外皮絶縁体２２２と網状線２１２とが除去されていると
共に、内部絶縁体２２１から芯線２１１が露出している。
　ハウジング１０には、チューブ３４０が貫通している。このチューブ３４０に電線２０
０の一端部２０１が挿通している。そして、第１ナット３３１および第２ナット３３２に
より電線２００の一端部２０１をチューブ３４０の上から締め付けることで、電線２００
の一端部２０１がハウジング１０に固定されている。
　このように、電線２００の一端部２０１がハウジング１０を貫通して、ハウジング１０
内の空間に電線２００を突出させているため、電線２００の一端部２０１からの無線信号
を、水密状態のハウジング１０内の空間に放出させることができる。
【００５０】
　（実施の形態４）
　本発明の実施の形態４に係る水中撮影用器具について、図面に基づいて説明する。
　図９に示す本実施の形態４に係る水中撮影用器具は、電線２００の一端部２０１がハウ
ジング１０に埋入されている。図示しない電線２００の他端部２０２は、図１および図４
と同様にカメラ２０と非接触状態であればよい。
【００５１】
　電線２００は、一端部２０１の外皮絶縁体２２２と網状線２１２とが除去されていると
共に、内部絶縁体２２１から芯線２１１が露出している。
　ハウジング１０への電線２００の一端部２０１の埋入は、ハウジング１０を成形する際
に、ハウジング１０の成形金型内の成形用空間（キャビティ）に電線２００の一端部２０
１を配置する。そうすることで、ハウジング１０が成形されると、電線２００の一端部２
０１がハウジング１０と一体的に隙間無くハウジング１０に埋入した状態となる。
　このように、電線２００の一端部２０１がハウジング１０に埋入されていることで、一
端部を水密状態で、かつカメラ２０と非接触状態とすることができるので、電線２００の
一端部２０１からの無線信号を、ハウジング１０を透過させてハウジング１０内の空間に
放出させることができる。
【００５２】
（実施の形態５）
　本発明の実施の形態５に係る水中撮影用器具について図面に基づいて説明する。
　本実施の形態５では、スマートフォン３０（図１参照）側に配置される電線２００の他
端部２０２に、図１０に示すように、スマートフォン３０のイヤホンジャック（第１コネ
クタ）に嵌合するイヤホンプラグ５００（第２コネクタ）が設けられている。
【００５３】
　イヤホンプラグ５００は、電線２００の通信路となる導線部２１０（芯線２１１）と導
通状態としている。従って、イヤホンプラグ５００をスマートフォン３０のイヤホンジャ
ックに嵌合させると、導線部２１０はスマートフォン３０の音声出力回路に接続される。
そして、スマートフォン３０によりカメラ２０を操作しているときは、スマートフォン３
０は、音声出力しておらず、電線２００による無線信号の伝搬も微小電力である。そのた
め、イヤホンプラグ５００に導線部２１０が導通状態であっても、音声出力回路に悪影響
を及ぼさない。
【００５４】
　また、スマートフォン３０のイヤホンジャックに接続された音声出力回路の信号線に、
導線部２１０からの無線信号が伝搬する。そのため、スマートフォン３０のアンテナによ
り近い位置へ導線部２１０からの無線信号を伝搬させることができるので、更に、通信品
質を向上させることができる。
【００５５】
　また、イヤホンプラグ５００をイヤホンジャックに嵌合させることで、電線２００の他
端部２０２がスマートフォン３０に固定される。そのため、電線２００の他端部２０２を
安定させることができる。また、電線２００の他端部２０２をスマートフォン３０に接近
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させて配置することができる。
【００５６】
（実施の形態６）
　本発明の実施の形態６に係る水中撮影用器具について図面に基づいて説明する。
　図１１に示すように、本実施の形態６に係る水中撮影用器具１０１では、ロッド４００
のロッド本体４１０に、電線２００を配線する保持部材４３０が所定間隔ごとに配置され
ている。
　保持部材４３０は、電線２００が保持できればよいので、様々な形状なものが採用でき
る。例えば、図１２（Ａ）に示すように保持部材４３１は、貫通孔４３１ａが形成されて
おり、電線２００を挿通させて配置するものや、図１２（Ｂ）に示すように、保持部材４
３２には一対の爪部４３２ａが形成されて、一対の爪部４３２ａの間の円形状の空間４３
２ｂに電線２００を収納して挟み込むクリップ式である。
　このように、保持部材４３０（４３１，４３２）がロッド４００に所定間隔ごとに配置
されていることで、電線２００をロッド本体４１０に沿って配線することができる。従っ
て、撮影者がロッド４００を操作するときに電線２００が邪魔にならない。
【００５７】
（実施の形態７）
　本発明の実施の形態７に係る水中撮影用器具について図面に基づいて説明する。なお、
図１３においては、図８と同じ構成のものは同符号を付して説明を省略する。
　本実施の形態７に係る水中撮影用器具は、図８に示す実施の形態３に係る水中撮影用器
具のハウジングに電磁波シールドを備えさせることにより、陸上でも良好に無線通信でき
るようにしたものである。
【００５８】
　ハウジング１０の電磁波シールドは、ハウジング１０にカメラを収納したときにカメラ
のレンズが位置する撮影用窓部１１を除いた内側面に設けた防磁層１２である。
　この防磁層１２は、銀コートされた銅粉を吹き付けることにより形成することができる
。銀コートされた銅粉は、電磁波シールド材として販売されているものが使用できる。ま
た、撮影用窓部１１には、透明の電磁波シールドフィルムを貼ることもできる。更に、撮
影用窓部１１に電磁波シールドフィルムを貼るだけでなく、撮影用窓部１１以外にも、電
磁波シールドフィルムを貼って、防磁層１２とすることも可能である。
【００５９】
　防磁層１２がカメラを囲うことで、防磁層１２が電波を遮断する。そして、防磁層１２
が囲う内部空間に電線２００の芯線２１１が露出している。そうすることで、カメラへの
電線２００を通じて伝送される無線信号以外の無線信号は、ハウジング１０に形成された
防磁層１２が遮断する。従って、この水中撮影用器具を空中で使用しても、カメラとスマ
ートフォンとの間の無線通信は、他の無線信号に妨害されずに通信を行うことができる。
よって、防磁層１２を備えたハウジング１０は、水中でも、空中でも、更に、良好な通信
環境を確保することができる。
【００６０】
　本実施の形態７では、電磁波シールドとしてハウジング１０の内側面に防磁層１２を設
けていたが、電磁波シールドは撮影用窓部１１以外に設けられていればよいため、防磁層
１２はハウジング１０の外側面、またはハウジング１０の内部に設けられていてもよい。
　また、防磁層１２の代わりに金属メッシュをハウジング１０に設けるようにしてもよい
。更に、ハウジング１０を金屬箱により形成しても、ハウジング１０は電磁波シールドと
して機能する。
【００６１】
　なお、図５に示すハウジング１０に電磁波シールドを設けるときには、接続用部材３０
０のハウジング１０側の側面３１２と撮影用窓部１１とを除いて、カメラ２０および電線
２００の芯線２１１を囲うように電磁波シールドを設ける。
　また、図９に示すハウジング１０に電磁波シールドを設けるときには、ハウジング１０
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の内側面であって、電線２００の芯線２１１の側方に位置するカメラ方向部分１３と、撮
影用窓部１１とを除いて、カメラ２０および電線２００の芯線２１１を囲うように電磁波
シールドを設ける。
　そうすることにより、カメラ２０とスマートフォン３０との間の無線通信を、他の無線
信号に妨害されずに通信させることができる。
【００６２】
　以上、本発明の実施の形態１～７を説明したが、本発明は上記実施の形態１～７に限定
されるものではない。
　実施の形態１では、図１に示すように、第１の無線通信装置をカメラ２０、第２の無線
通信装置をスマートフォン３０として説明したが、第１の無線通信装置をプリンタやビデ
オカメラ、その他の無線通信装置とすることができる。また、第２の無線通信装置をタブ
レット型コンピュータ、ノートブック型コンピュータ、デスクトップ型コンピュータとす
ることができる。更に、無線通信用補助具は、第１の無線通信装置および第２の無線通信
装置同士が遠く離れた位置にあっても良好な無線環境を提供できるので、工事現場に設置
され、業務に適した専用の無線通信装置とすることもできる。
【００６３】
　また、実施の形態２～７においては、ハウジング１０は水密性を有していたが、陸上ま
たは空中のみで使用するときには、ハウジング１０に水密性が無くてもよい。カメラ２０
がハウジング１０に収納されていることで、カメラ２０をハウジング１０により、塵や埃
、他の物の衝突による傷から保護することができる。また、ハウジング１０に収納した状
態のカメラ２０をロッド４００の先端に取り付けることができる。
　一方、本発明の無線通信用補助具を陸上または空中のみで使用するときには、ハウジン
グ１０を使用せず、カメラ２０を、棒状支持用部材であるロッド４００に直接取り付ける
ようにしてもよい。
【００６４】
　更に、実施の形態２～７においては、無線信号は、スマートフォン３０とカメラ２０と
の間の通信に使用されていた。しかし、ハウジング内に設置された雲台にカメラ２０を取
り付けた場合、雲台にカメラ２０の撮影方向の俯仰角を変更するモーターを設ければ、水
中撮影用器具１００の電線２００は、このモーターを駆動するための無線信号を伝送する
通信路としても機能させることができる。
　このとき、雲台の俯仰角の変更は、モーターが無線操作可能なものであれば、カメラ２
０と同様に、電線を介して操作装置から無線信号により操作することができる。また、モ
ーターが無線操作できないものであれば、カメラ２０を操作する無線信号を伝搬させる電
線と、モーターを操作する有線信号を伝搬させる電線とが１本に構成された電線を使用す
るのが望ましい。
【００６５】
　また、実施の形態５では、スマートフォン３０のイヤホンジャックを第１コネクタとし
、第２コネクタとしてイヤホンプラグ５００を電線２００の他端部２０２に設けていたが
、スマートフォン３０が備えるコネクタであれば、第１コネクタは、あらゆるコネクタが
利用できる。例えば、第１コネクタは、ＵＳＢコネクタであってもよい。また、操作装置
がタブレット型端末装置やノートブック型パーソナルコンピュータなどの携帯用端末装置
であれば、電源プラグやモニタ接続用コネクタ、ＬＡＮ用コネクタを利用してもよい。つ
まり、操作装置が有する第１コネクタが利用でき、第２コネクタはこれらのコネクタに嵌
合できるものであればよい。
　更に、電線２００は同軸ケーブルであったが、単線や撚線、平行線などあらゆる電線が
使用できる。
【００６６】
　この水中撮影用器具は、水中では使用できない無線操作のカメラを水中で使用すること
ができるので、個人が行う趣味の魚の撮影や海底の撮影だけでなく、企業が行う営業的な
調査・探索などにも使用することができる。
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【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明の無線通信用補助具は、第１の無線通信装置と、第２の無線通信装置とが、離れ
た位置で通信するあらゆるケースに使用することができる。特に、数多くの無線通信装置
が同じ周波数帯域で無線通信している環境に好適である。
【符号の説明】
【００６８】
　１　無線通信用補助具
　１００，１０１　水中撮影用器具
　２００　電線
　２０１　一端部
　２０２　他端部
　２１０　導線部
　２１１　芯線
　２１２　網状線
　２２０　被覆部
　２２１　内部絶縁体
　２２２　外皮絶縁体
　３００　接続用部材
　３１０　第１部分
　３１１　第１空間
　３１２　側面
　３２０　第２部分
　３２１　第２空間
　３２２　雄ねじ面
　３３０　固定用部材
　３３１　第１ナット
　３３２　第２ナット
　３３３　パッキン部
　３４０　チューブ
　４００　ロッド
　４１０　ロッド本体
　４２０　取付台
　４３０，４３１，４３２　保持部材
　４３１ａ　貫通孔
　４３２ａ　爪部
　４３２ｂ　空間
　５００　イヤホンプラグ
　１０　ハウジング
　１１　撮影用窓部
　１２　防磁層
　１３　カメラ方向部分
　２０　カメラ
　３０　スマートフォン
　３１　操作画面
　３２　ショートカットアイコン
　３３　ファインダー
　３４　シャッターボタン
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